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本稿では、連合国軍最高号令官総司令部 (GeneralHeadquarters of the Supreme 
Commander for the Allied Powers、GHQ)の支配下にある日本の状況を描いた文学
作品にみられる羊の表象が、どのような歴史的・政治的・文化的文脈において理解
されるべきものであるのかを検討することを目的とする。
1945 (昭和 20)年9月のポツダム宣言調印から、 1952(昭和 27)年4月のサン
フランシスコ平和条約発効に至る日本の戦後占領期を描いた文学作品では、しばし
ば羊の表象が用いられているにマイク・モラスキーは、『占領の記皆、/記憶の占
領 戦後沖縄・日本とアメリカjJ (2006) において、高見顕 (1907-1965) の




を明らかにした。また、村上春樹 (1949-)の『羊をめぐる冒険jJ (1982) を中心
25 -
にB本近現代の文学作品における羊について論じた松枝誠は、戦後文学に関しては





























































































































































文章は、 1945 年 10 月 5 自の日記にみられる。この B、雑誌 fライフ~ (Life)でム










































































































































































第 86号、 55-66頁、立命館大学日本文学会、 2007年5月)55頁。
4 向上。
5 rらしやめんJには「羅紗綿Jr羅紗緬Jr綿羊娘Jr洋妾Jなどの漢字が当てられる(新
村出編『広辞苑 第 6 版~ (岩波書庖、 2008年)2926頁、横浜市役所編『横浜市史稿
風俗編~ (横浜市役所、 1932年)334頁)が、本稿ではこれらの語義の変化を検討する点
から、便宜上「らしやめん」として平仮名表記を用いることとする。
6 新村編、前掲書、 2926 頁、木村義之・小出美向子編『隠語大辞典~ (陪星社、 2000年)
1325 1326頁。




















井経一郎訳、東洋書林、 2011年)53頁、 AndreaM. Beetz and Anthony L. Podberscek， eds， 
Bestiality and Zoophilia: Sexual Relations with Animals (West Lafayette: Purdue Up， 2005) 
1-19. 
16 菊苑老人『美那登能波奈横演奇談~ (錦港堂、 1861-1865年頃)21頁。
17 竹下修子『圏際結婚の社会学~ (学文社、 2000年)13、20頁。
18 向上。
19 港1蒔遊郭における fらしやめんJの実態については、竹下、前掲書、 12-18頁、荒木
誠三『らしやめん~ (大陸書房、 1982年)8 -32頁を参照した。





24 11本有三『女人哀詩 唐人お吉物語~ (山本有三『山本有三全集 第二巻~ 459 -663頁、
岩波書応、 1940年)661頁。
25 膏藤、前掲書、 17頁、佐相勉『溝口健二・全作品解説 8 W唐人お吉』から『満蒙建国の
繁明』へ~ (近代文芸社、 2010年)6頁。
26 十一谷義三郎『唐人お吉~ (1928)・叩寺の敗者 唐人お吉~ (1929)、真山青果『唐人お吉』
(1930) . W唐人お吉と撰夷軍~ (1931) 、山本有三『女人哀調唐人お吉物語~ (1933)等が
挙げられる。また、十一谷の Ws寺の敗者 唐人お吉』は、溝口健二 (1898-1956) によ
って『唐人お吉J として映画化され人気を博した(佐相、前掲書、 61頁)。
27 真山青果『唐人お吉と撲夷群~ (真山青果『真山青果全集 第六巻~ 144 286頁、講談社、
1976年)159頁。
28 小栗風葉『恋慕ながし~ (平凡社、 2008年)43 -44頁。
29 夏目金之助『彼岸過迄~ (夏呂金之助『激石全集 第七巻~ (岩波書庖、 1994年))133頁。









33 市JI房枝編『日本婦人問題資料集成 第一巻 人権~ (ドメス出版、 1978年)536頁。
34 あらかわ、前掲書、 234真。
35 竹下修子「日本人女性と外国人男性の関係の歴史一ーらしやめんとオンリーの比較から
一-J(r歴史民俗学j第 11巻、 178-195頁、批評社、 1998年7月)194-195頁。























































緯がある (Beetzand Podberscek 23-24)。




大江健三郎「後記J 大江健三郎『死者の者り~ 302 -303頁、文整春秋新社、 1958年
太田久好『横浜沿革誌』東洋社、 1892年
佐藤忠男「対米感覚の戦後史一ーらしやめん映画考一一JW思想の科学』第5次、第80号、
93 -102頁、思想、の科学社、 1968年 10月
-40-
